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１ 市場動向の概要と対策

野 菜(1)

全体の動向と見通し

（東京都中央卸売市場）６月と７月の実績

概 況◎

総入荷量は、期間を通じて前年を下回り、価格は、６月と７月上旬は前年並だが、７月中

旬は前年をかなり上回った。品目別にみると、なす、ばれいしょ類、たまねぎ、セルリーは、

価格が期間を通じて前年を上回った。一方、きゅうり、さといも、えだまめなどは、期間を通

じて前年を下回った。

６月の取扱実績（計） ７月の旬別取扱実績

上旬 中旬

入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比

（ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％）

総数 136,116 97 204 98 44,005 87 221 99 39,364 94 234 112

だいこん 9,337 100 54 62 3,037 91 81 84 3,307 103 85 100

にんじん 6,861 96 150 120 2,692 89 125 100 2,050 104 126 120

はくさい 5,521 88 52 64 2,336 71 73 111 2,023 86 63 124

キャベツ類 14,471 98 44 46 4,459 77 64 79 4,535 92 76 111

ほうれんそう 1,514 91 446 107 424 82 592 112 373 106 609 94

ねぎ 4,383 98 237 90 1,556 89 238 94 1,415 101 253 109

レタス類 7,795 103 113 72 3,044 94 91 93 2,699 97 116 107

きゅうり 7,898 103 179 78 2,421 77 261 88 2,280 95 280 82

なす 4,032 90 323 103 1,373 83 350 113 1,244 95 369 141

トマト 10,367 105 185 85 2,752 77 237 89 2,388 68 290 150

ピーマン類 3,021 102 225 95 962 100 256 83 919 104 363 141

さといも 595 116 268 85 189 99 318 86 167 120 183 85

ばれいしょ類 8,139 87 134 172 2,243 92 138 140 1,829 109 135 150

たまねぎ 11,350 86 91 181 3,935 91 104 133 3,563 90 102 149

かぶ 2,053 107 89 89 470 88 120 96 373 101 142 104

ブロッコリー 1,418 91 268 90 392 78 311 103 401 96 318 117

かぼちゃ 3,746 91 189 103 1,113 87 188 94 914 95 198 109

にら 829 95 262 83 287 84 389 125 266 97 298 118

かんしょ 1,287 91 280 100 412 67 343 113 360 69 424 166

セルリー 759 83 267 114 272 83 232 124 222 71 228 145

アスパラガス 728 104 866 93 163 71 1,125 111 149 82 1,102 126

えだまめ 866 129 786 73 527 116 654 71 548 97 660 94

食用菊 8 53 1,453 106 3 60 1,866 114 4 73 1,362 78

なましいたけ 500 98 861 95 183 92 887 103 177 130 823 77

なめこ 275 98 349 98 97 99 349 95 85 101 365 108

えのきだけ 663 135 141 56 230 132 138 48 221 162 164 66

しめじ 557 100 296 89 202 99 304 87 180 105 343 113

うち国外産野菜 4,469 99 172 91 1,223 79 207 96 1,211 106 232 92

品
目

区
分
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（東京都中央卸売市場）８月の見通し

概 況◎

作柄は、地域によって低温と日照不足による生育のバラツキが懸念されるが、全般的に

生育が遅れていたものが回復に向かい、全体の入荷量は前年並か、やや上回る見込み。

価格は、品目毎にバラツキがあるが、全体的に前年並か、やや下回る見込み。

品目別には、キャベツ類、にら、セルリー、レタス類、きゅうりなどは入荷量、価格とも前

年並、だいこん、かぶ、にんじん、はくさい、ほうれんそう、ピーマンは入荷量は前年並だ

が、価格は前年を下回る見込み。なす、かんしょ、ばれいしょ、さといも、たまねぎは、入荷

量は前年を下回るが、価格は前年を上回る見込み。

区
分

入荷量（ｔ） キロ当たり単価（円） 山形県産前年８月実績

品
目 前年実績

前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年実績
前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年入荷量
前年占有
率（％）

だいこん 11,531 100 11,477 117 90 104 4 -

かぶ 842 100 761 175 95 198 - -

にんじん 6,401 100 6,879 163 90 147 - -

はくさい 7,421 100 7,454 112 95 105 - -

キャベツ類 14,822 98 14,637 86 100 85 - -

ほうれんそう 897 102 968 808 90 779 - -

ねぎ 4,581 105 4,364 280 95 275 83 1.8

にら 894 100 887 398 100 389 59 6.6

セルリー 732 100 804 248 100 244 - -

レタス類 8,604 102 8,348 176 100 200 - -

きゅうり 9,635 102 9,831 238 100 245 299 3.1

かぼちゃ 3,180 120 3,815 221 65 164 79 2.5

なす 6,123 97 6,309 205 105 174 - -

トマト 10,060 105 11,195 315 95 279 186 1.8

ピーマン 2,030 103 2,293 339 95 286 - -

えだまめ 1,749 120 1,937 811 90 667 253 14.5

かんしょ 2,166 90 2,293 226 105 208 - -

ばれいしょ類 6,274 95 7,010 82 115 111 2 -

さといも 767 95 929 288 105 267 - -

たまねぎ 13,279 90 13,178 81 120 89 - -

食用菊 20 105 24 1,683 95 1,527
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☆ えだまめ
（１） ７月の販売状況

７月は、群馬、千葉など関東産が中心となり、市況をリードした。例年は、梅雨明けし、

えだまめシーズンが到来している時期だが、今年は、梅雨明けの遅れによる低温の影響

で消費が伸び悩んでいる。また、天候不順の影響により、主産地では生育の遅れがみら

れたが、作付の拡大により、全般的に入荷量は前年を上回った。価格は、入荷量の増加

や消費の停滞により、前年をやや下回った。
東京都中央卸売市場扱い。※

※ 平年は平成10年から１4年までの平均値。平年単価は５カ年単価の単純平均。

いよいよ「だだちゃまめ」のシーズン！（２） ８月の見通し

群馬産及び東北産が中心となり、入荷量４割を占める群馬産が市況をリードするもの

の、産地ブランドにより価格差が生じてきている。本県産も本格的な出荷期となり、特に、

「だだちゃまめ」は、今年も市場や量販店からの評価が高く期待がもてる。低温・日照不足

により、各産地とも生育は遅れているが、全国的に作付が増加しており、入荷量は前年を

上回るものと見込んでいる。価格は、梅雨明けが大きなポイントになるが、入荷量の増加

に伴い、全体的には前年を下回るものと見込まれる。

上旬     入荷量： 527ｔ （前年比 117 ） 価格： 654円/ｋｇ （前年比 71 ）
中旬     入荷量： 548ｔ （前年比 97 ） 価格： 660円/ｋｇ （前年比 94 ）

えだまめの市場動向
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入荷量 価　　格 旬別相場予想推移
2,099ｔ 735円/ｋｇ 上旬
前年比　120% 前年比　90% 中旬
平年比　108% 平年比　110% 下旬

主な生産県の入荷見込み（ 8 月 ）
県名 前年 前年シェア 前年比入荷 作 柄 概 況

入荷量（ｔ） （％） 見込（％）

群 馬 県 703 40.2% 130%

山 形 県 253 14.5% 100%

例年７月中旬が露地への切り替わり時期となるが、今
年は、低温・日照不足の影響で７月下旬後半に遅れ
ている。入荷量は、昨年は前進化のうえに、作柄が悪
く入荷量が少なかったこと、さらに作付が増加している
ことから、大幅に増加するものと見込んでいる。

低温・日照不足により生育がやや遅れている。８月以
降出荷される「だだちゃまめ」や「秘伝」などの中晩生
品種は、こまめな栽培管理により、生育は概ね良好
で、入荷は前年並みを見込んでいる。


